
２０２５年に向けた
医療機関毎の具体的な対応方針について

資料３

2025年に担う役割と機能別病床の変更

第1回千葉地域医療構想調整会議資料として提示した時点から、１医療機関から
新たに回答、１医療機関から内容変更の提出があり一覧表を更新

赤字下線：前回の内容から変更のあった箇所

具体的対応方針の変更時の報告のお願い

「地域医療構想の進め方について」(平成30年2月7日医政地発0207第1号)
に基づき、毎年度、個別の医療機関における2025年における具体的対応方
針について協議する必要がある。

国の求めの対応として、毎年、地域医療構想調整会議において、すでに
策定いただいている各医療機関毎の具体的対応方針の内容について、整備
計画変更時にご報告いただき、一覧の内容を更新していくこととしたい。

具体的対応方針の未策定、対応方針の変更、病床機能の変更
を伴う施設整備に変更が生じた場合には本調査への御協力を
お願いしたい。

具体的対応方針の変更等があった場合は、令和元年８月２０日付け健福第７５８号「２０２５年における医
療機関ごとの具体的対応方針の今後の協議の進め方及び手続き等について（依頼）」に基づき必要な手続き
等をお願いします。
※千葉県ホームページから調査票(エクセル)がダウンロードできます。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenfuku/keikaku/kenkoufukushi/chiikiiryoukousou.html
ホーム > くらし・福祉・健康 > 健康・医療 > 保健医療政策 > 地域保健医療連携・地域医療構想調整会議
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２
０
２
５
年
に
担
う
役
割
と
機
能
別
病
床

【
千
葉
保
健
医
療
圏
】

高
度

急
性
期

急
性
期

回
復
期

慢
性
期

計

1
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
千
葉
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○
○

○
○

○
○

○
6

40
4

41
0

2
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

○
77

5
25

80
0

3
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
千
葉

病
院

○
○

○
○

○
○

透
析
患
者
に
お
け
る
合
併
症
治
療

4
10

4
52

16
0

20
23
年
秋
、
新
病
院
を
オ
ー
プ
ン
し
、

急
性
期
を
6床

減
ら
し
、
慢
性
期
(地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
)を

7床
増
や
す
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
合
併
症
を
持
っ
た
透
析

患
者
や
腎
不
全
患
者
を
積
極
的
に
か
つ

総
合
的
に
診
て
い
く
こ
と
を
使
命
と

し
、
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
腎
セ
ン

タ
ー
を
72
床
か
ら
10
0床

に
拡
充
し
、
腎

疾
患
全
過
程
に
わ
た
っ
て
の
診
断
及
び

治
療
を
推
進
し
て
い
く
。
39
床
廃
止
予

定
。

○

4
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
千
葉
東
病
院

○
○

50
52

21
5

31
7

31
12
床
廃
止
済
(2
01
8年

)
42
床
廃
止
済
(2
01
9年

)

5
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発

機
構
Q
S
T
病
院

○
○

10
0

10
0

6
千
葉
県
が
ん
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○
16

38
1

53
45

0
7
千
葉
県
救
急
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○
○

○
○

42
58

10
0

8
千
葉
県
こ
ど
も
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

当
院
は
小
児
医
療
専
門
病
院
と
し

て
15
歳
未
満
の
小
児
の
総
合
医
療

を
行
っ
て
い
る
。

33
18

5
21

8
6

9
千
葉
県
千
葉
ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○
○

○
重
度
心
身
障
害
児
者
へ
の
医
療
的

ケ
ア
等
。

33
50

15
9

24
2

1
0
千
葉
市
立
青
葉
病
院

○
○

○
○

○
15

29
9

31
4

千
葉
市
の
将
来
的
な
医
療
需
要
及
び
医

療
提
供
体
制
や
両
市
立
病
院
が
抱
え
る

課
題
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
病
院
事
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
年
度
か
ら
検
討

を
開
始
し
た
。

1
1
千
葉
市
立
海
浜
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

移
行
期
医
療

10
5

18
8

29
3

千
葉
市
の
将
来
的
な
医
療
需
要
及
び
医

療
提
供
体
制
や
両
市
立
病
院
が
抱
え
る

課
題
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
病
院
事
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
年
度
か
ら
検
討

を
開
始
し
た
。

1
2
千
葉
市
桜
木
園

○

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
、
療
養

介
護
事
業
所
と
し
て
重
症
心
身
障

害
児
者
に
対
し
医
療
・
療
育
を
提

供
す
る
。

55
55

1
3
医
療
法
人
社
団
駿
心
会
い
な
げ
西
病
院

○

高
度
急
性
期
・
急
性
期
・
回
復
期

か
ら
の
患
者
を
受
け
入
れ
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
地
域
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
担
え

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

80
80

1
4
医
療
法
人
社
団
福
生
会
斎
藤
労
災
病
院

○
○

○
50

42
92

20
17
年
9月

に
介
護
療
養
病
床
を
介
護
老

人
保
健
施
設
へ
転
換
し
た
。
病
院
病
床

は
13
4床

か
ら
92
床
へ
減
床
し
た
。

1
5
医
療
法
人
三
橋
病
院

○
○

○
透
析

71
71

1
6
医
療
法
人
浄
光
会
千
葉
み
な
と
病
院

○
○

○
○

○
49

8
39

96
方
針
策
定
に
伴
い
一
覧
表
に
追
加

1
7
一
般
社
団
法
人
巨
樹
の
会
千
葉
み
な
と
ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ

ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
病
院

○
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

18
0

18
0

1
8
医
療
法
人
社
団
普
照
会
井
上
記
念
病
院

○
○

○
○

○
69

51
51

17
1

5床
廃
止
済
(2
01
8年

)

【
病
院
】

№
医
療
機
関
名

2
0
2
5
年
に
担
う
役
割
（
予
定
を
含
む
）

2
0
2
5
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数

精 神 疾 患

救 急
災 害

周 産 期

小 児

そ の 他
補
足

休
棟
等

移
行

予
定

備
考

機
能
変
更
の
理
由
等

補 助 金 活 用 予 定

が ん

脳 卒 中

心 血 管 疾 患

糖 尿 病

在 宅
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高
度

急
性
期

急
性
期

回
復
期

慢
性
期

計

№
医
療
機
関
名

2
0
2
5
年
に
担
う
役
割
（
予
定
を
含
む
）

2
0
2
5
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数

精 神 疾 患

救 急
災 害

周 産 期

小 児

そ の 他
補
足

休
棟
等

移
行

予
定

備
考

機
能
変
更
の
理
由
等

補 助 金 活 用 予 定

が ん

脳 卒 中

心 血 管 疾 患

糖 尿 病

在 宅

1
9
医
療
法
人
緑
栄
会
三
愛
記
念
病
院

○
○

○
○

人
工
透
析
、
回
復
期
・
慢
性
期
医

療

60
20

10
0

18
0

三
愛
記
念
そ
が
病
院
の
13
0床

と
併
せ

て
、
18
0床

の
病
院
を
千
葉
駅
西
口
に
建

築
中
(2
02
0年

4月
開
業
予
定
)。

当
初
は

一
般
病
床
60
床
、
療
養
病
床
12
0床

で
オ
ー
プ
ン
し
、
療
養
病
床
の
う
ち
20
～

30
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
転
換
予

定
。

○

2
0
医
療
法
人
社
団
あ
い
増
田
病
院

○
48

48
2
1
医
療
法
人
緑
栄
会
三
愛
記
念
そ
が
病
院

○
○

人
工
透
析

一
般
外
来
と
透
析
外
来
機
能
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
転
換
予
定

2
2
医
療
法
人
社
団
誠
馨
会
千
葉
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｶ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○
○

○
○

○
○

○
○

○

-

61
28

7
34

8
増
床
後
の
稼
働
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
が
あ
る
よ
う

で
し
た
ら
、
さ
ら
な
る
増
床
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2
3
医
療
法
人
柏
葉
会
柏
戸
病
院

○
○

○
○

○
86

43
41

17
0

2
4
医
療
法
人
社
団
誠
馨
会
自
動
車
事
故
対
策
機
構

千
葉
療
護
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○

自
動
車
事
故
に
よ
る
脳
損
傷
で
重

症
の
神
経
症
状
を
後
遺
し
た
慢
性

期
の
患
者
さ
ん
を
専
門
に
治
療
し

て
い
ま
す
。

80
80

2
5
医
療
法
人
社
団
誠
仁
会
み
は
ま
病
院

○
泌
尿
器
科

人
工
透
析

50
50

2
6
医
療
法
人
社
団
幸
有
会
記
念
病
院

○
○

○
○

○
○

12
0

30
15

0
○

2
7
社
会
医
療
法
人
社
団
千
葉
県
勤
労
者
医
療
協
会

千
葉
健
生
病
院

○
○

○
○

○
○

45
45

90

2
8
医
療
法
人
社
団
晴
山
会
平
山
病
院

○
○

○
○

○
○

○
○

地
域
に
必
要
で
当
院
で
可
能
な
分

野
47

33
16

6
24

6
○

2
9
医
療
法
人
社
団
有
相
会
最
成
病
院

○
○

○
○

○
○

高
齢
者
の
整
形
外
科
疾
患

高
齢
者
の
整
形
外
科
疾
患
の
受
入

体
制
を
強
化
す
る

93
83

21
19

7
2

6床
廃
止
済
(2
01
8年

[H
30
報
告
前
])
、

33
床
廃
止
済
(2
01
8年

[H
30
報
告
後
])

3
0
社
会
医
療
法
人
社
団
健
脳
会
千
葉
脳
神
経
外
科

病
院

○
○

脳
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
24
時
間
体

制
で
受
け
入
れ
、
地
域
に
お
け
る

救
急
医
療
施
設
と
し
て
対
応
し
て

参
り
ま
す
。

6
91

97

3
1
医
療
法
人
社
団
ふ
け
会
富
家
千
葉
病
院

○
○

42
15

7
19

9
3
2
医
療
法
人
社
団
翠
明
会
山
王
病
院

○
○

○
27

8
30

30
8

10
休
棟
等
10
床
は
人
間
ド
ッ
ク
用

○

3
3
医
療
法
人
社
団
駿
心
会
稲
毛
病
院

○
○

○
○

18
0

18
0

3
4
医
療
法
人
社
団
誠
馨
会
千
葉
中
央
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｶ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○
○

○
○

13
19

9
60

27
2

3
5
医
療
法
人
社
団
創
進
会
み
つ
わ
台
総
合
病
院

○
○

○
20

5
50

25
5

6
休
棟
等
6床

は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の

宿
泊
ド
ッ
ク
用
病
床

3
6
医
療
法
人
社
団
千
葉
い
ず
み
会
泉
中
央
病
院

51
47

98

3
7
医
療
法
人
社
団
誠
馨
会
総
泉
病
院

○
慢
性
期
の
医
療
介
護
の
必
要
な
患

者
の
受
入
れ
体
制
を
強
化
し
て
い

く
。

56
19

7
25

3
10

0
今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
慢
性
期
の

医
療
介
護
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
、
介
護
医

療
院
へ
の
病
棟
転
換
を
予
定
し
て
い
る

3
8
医
療
法
人
社
団
紫
雲
会
千
葉
南
病
院

○
○

○
50

87
13

7

3
9
医
療
法
人
社
団
錦
昌
会
み
ど
り
の
は
葉
記
念
病

院

調
査
未
回
答

(5
0)

(5
0)

調
査
未
回
答
(括

弧
内
は
H2
8病

床
機
能

報
告
で
回
答
が
あ
っ
た
「
6年

後
(2
02
2

年
)の

予
定
機
能
」
)
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高
度

急
性
期

急
性
期

回
復
期

慢
性
期

計

№
医
療
機
関
名

2
0
2
5
年
に
担
う
役
割
（
予
定
を
含
む
）

2
0
2
5
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数

精 神 疾 患

救 急
災 害

周 産 期

小 児

そ の 他
補
足

休
棟
等

移
行

予
定

備
考

機
能
変
更
の
理
由
等

補 助 金 活 用 予 定

が ん

脳 卒 中

心 血 管 疾 患

糖 尿 病

在 宅

4
0
医
療
法
人
社
団
淳
英
会
お
ゆ
み
の
中
央
病
院

○
○

○
○

○
○

上
記
の
他
、
整
形
外
科
疾
患
に
伴

う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の

充
実

50
12

0
17

0

将
来
的
に
は
急
性
期
を
60
床
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
等
を
18
0床

ま
で
増
床

し
、
合
計
24
0床

に
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
当
院
が
所
在
す
る
千
葉

市
緑
区
は
、
日
本
医
師
会
推
計
に
も
あ

る
よ
う
に
、
20
45
年
に
至
る
期
間
に
お

い
て
、
医
療
・
介
護
需
要
と
も
に
大
幅

に
高
ま
る
と
の
推
計
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
新
興
住
宅
街
を
擁
し
、
高
齢
化

率
は
21
.9
％
と
市
内
で
は
最
も
低
く
、

今
後
、
他
の
地
域
と
同
様
に
急
激
な
高

齢
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
当
院

の
半
径
5キ

ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
お
い
て

は
、
高
度
急
性
期
病
院
及
び
専
門
病
院

は
充
実
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
病

院
か
ら
転
院
し
、
継
続
し
て
リ
ハ
ビ
リ

を
受
療
で
き
る
回
復
期
機
能
を
有
す
る

病
棟
と
高
齢
化
に
伴
う
急
性
期
医
療
の

対
応
力
向
上
等
、
高
ま
る
医
療
需
要
に

対
応
す
る
べ
く
こ
れ
ら
病
棟
機
能
の
拡

充
整
備
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

4
1
医
療
法
人
社
団
鏡
一
会
鏡
戸
病
院

○
41

41

4
2
東
京
歯
科
大
学
千
葉
歯
科
医
療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

○
病
床
廃
止
(2
01
9年

)

4
3
田
那
村
整
形
外
科

○
○

○
整
形
外
科
一
般
の
外
来
診
療
、
依

頼
が
あ
れ
ば
往
診
診
療

休
床
中
(稼

働
未
定
の
た
め
20
25
年
の
機

能
別
病
床
数
の
見
込
み
も
未
定
)

4
4
医
療
法
人
志
方
記
念
会
三
木
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
休
床
中
(稼

働
未
定
の
た
め
20
25
年
の
機

能
別
病
床
数
の
見
込
み
も
未
定
)

4
5
小
野
寺
産
婦
人
科

○
7

7

4
6
医
療
法
人
社
団
生
実
会
ﾎ
ﾀ
ｶ
整
形
外
科

調
査
未
回
答

(1
9)

(1
9)

調
査
未
回
答
(括

弧
内
は
H2
9病

床
機
能

報
告
で
回
答
が
あ
っ
た
「
6年

後
(2
02
3

年
)の

予
定
機
能
」
)

4
7
医
療
法
人
社
団
柏
陽
会
柏
木
産
婦
人
科

○
13

13
4
8
医
療
法
人
社
団
青
光
会
今
井
町
診
療
所

○
○

3
3

4
9
和
康
会
産
婦
人
科
健
康
診
断
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
中
期
中
絶
の
み
自
費
で
の
入
院
を

し
て
お
り
ま
す

(2
)

(2
)

機
能
別
病
床
数
は
未
回
答
(括

弧
内
は

H2
9病

床
機
能
報
告
で
回
答
が
あ
っ
た

「
6年

後
(2
02
3年

)の
予
定
機
能
」
)

5
0
医
療
法
人
社
団
ﾏ
ｻ
ﾞ
ｰ
･
ｷ
ｰ
な
の
は
な
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

未
確
認

休
床
中
(稼

働
未
定
の
た
め
20
25
年
の
機

能
別
病
床
数
の
見
込
み
も
未
定
)

5
1
し
ょ
う
じ
ゅ
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

未
確
認

休
床
中
(稼

働
未
定
の
た
め
20
25
年
の
機

能
別
病
床
数
の
見
込
み
も
未
定
)

5
2
医
療
法
人
社
団
小
羊
会
高
洲
訪
問
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
○

外
来
維
持
透
析
を
継
続
し
て
い
く

14
14

5
3
医
療
法
人
社
団
三
水
会
北
千
葉
整
形
外
科
美
浜

ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
整
形
外
科
（
運
動
器
疾
患
）

10
10

5
4
医
療
法
人
社
団
森
整
形
外
科
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
○

整
形
外
科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
領
域
を
強
化
予
定

18
18

5
5
真
砂
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
○

○
○

病
床
廃
止
予
定

休
止
中
(2
01
9年

～
）

5
6
眞
清
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
眼
科
疾
患
を
専
門
的
に

7
7

5
7
医
療
法
人
社
団
三
水
会
北
千
葉
整
形
外
科
幕
張

ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
整
形
外
科

19
19

5
8
医
療
法
人
社
団
悠
啓
会
い
ま
に
し
医
院

○
19

19
5
9
諏
訪
部
産
婦
人
科

未
確
認

6

6
0
医
療
法
人
社
団
花
也
会
W
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾏ
ｻ
ﾞ
ｰ
ｽ
ﾞ
幕

張
○

(1
5)

(1
5)

機
能
別
病
床
数
は
未
回
答
(括

弧
内
は

H2
9病

床
機
能
報
告
で
回
答
が
あ
っ
た

「
6年

後
(2
02
3年

)の
予
定
機
能
」
)

【
診
療
所
】
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高
度

急
性
期

急
性
期

回
復
期

慢
性
期

計

№
医
療
機
関
名

2
0
2
5
年
に
担
う
役
割
（
予
定
を
含
む
）

2
0
2
5
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数

精 神 疾 患

救 急
災 害

周 産 期

小 児

そ の 他
補
足

休
棟
等

移
行

予
定

備
考

機
能
変
更
の
理
由
等

補 助 金 活 用 予 定

が ん

脳 卒 中

心 血 管 疾 患

糖 尿 病

在 宅

6
1
医
療
法
人
社
団
親
月
会
千
葉
中
央
外
科
内
科

○
○

19
19

6
2
医
療
法
人
社
団
北
滋
会
中
川
産
婦
人
科

病
床
廃
止
済
(2
01
8年

)

6
3
た
じ
ま
産
婦
人
科

○
17

17
6
4
稲
毛
ﾊ
ﾞ
ｰ
ｽ
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
産
婦
人
科
、
婦
人
科

19
19

6
5
医
療
法
人
社
団
こ
と
ら
会
稲
毛
と
ら
の
こ
産
婦

人
科

○
19

19
開
設
者
変
更
(2
01
8年

)

6
6
医
療
法
人
社
団
遊
山
会
耳
鼻
咽
喉
科
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ち
ば

4
4

6
7
た
て
産
婦
人
科

○
12

12
6
8
医
療
法
人
社
団
志
栄
会
都
賀
ﾚ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｽ
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
15

15
6
9
医
療
法
人
社
団
匡
仁
会
梶
田
医
院

19
19

7
0
医
療
法
人
社
団
共
生
会
高
根
町
整
形
外
科

○
整
形
外
科
疾
患
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

19
19

7
1
医
療
法
人
社
団
詠
冴
会
千
葉
整
形
外
科
内
科

○
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
休
床
中
(稼

働
未
定
の
た
め
20
25
年
の
機

能
別
病
床
数
の
見
込
み
も
未
定
)

7
2
医
療
法
人
社
団
武
田
会
か
ま
と
り
武
田
肛
門
科

○
肛
門
外
科

15
15

7
3
医
療
法
人
社
団
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾙ
み
や
け
ｳ
ｨ
ﾒ
ﾝ
ｽ
ﾞ
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
17

17

7
4
医
療
法
人
社
団
寄
命
会
椎
名
崎
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
透
析
医
療

19
19

7
5
医
療
法
人
社
団
阿
う
ん
の
会
坂
の
上
外
科

未
確
認

休
床
中
(稼

働
未
定
の
た
め
20
25
年
の
機

能
別
病
床
数
の
見
込
み
も
未
定
)

7
6
医
療
法
人
社
団
五
月
会
と
け
ﾚ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｽ
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
15

15
7
7
医
療
法
人
社
団
櫻
佑
会
昭
和
の
森
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

○
○

19
注
1)

注
2)

注
3)

注
4)

前
回
報
告
時
以
降
、
具
体
的
対
応
方
針
に
変
更
が
あ
っ
た
医
療
機
関
の
列
を
着
色
（
薄
緑
色
）
し
て
い
ま
す
。

前
回
報
告
時
以
降
、
変
更
が
あ
っ
た
個
所
に
つ
い
て
、
赤
字
下
線
と
し
て
い
ま
す
（
医
療
機
関
名
の
変
更
の
み
の
場
合
を
除
く
）
。

一
覧
表
に
記
載
の
「
20
25
年
に
担
う
役
割
」
「
20
25
年
に
お
け
る
機
能
別
病
床
数
」
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
県
ま
で
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
補
助
金
活
用
予
定
」
欄
に
つ
い
て
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
等
整
備
事
業
（
回
復
期
リ
ハ
、
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
転
換
）
又
は
地
域
中
核
医
療
機
関
整
備
促
進
事
業
（
地
域
の
中
核
と
な
る
公
的
医
療
機
関
等
の
み
対
象
）
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
（
又
は
現
在
補
助
を
受
け
て
い
る
）
医
療
機
関
に
○
を
つ

け
て
い
ま
す
。
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別紙様式１ 

病院・有床診療所に係る方針変更報告書（具体的対応方針） 

 

１ 基本情報等（変更事項は該当項目に☑） 

法 人 名 独立行政法人国立病院機構 

医 療 機 関 名 独立行政法人国立病院機構千葉東病院 

所 在 地 千葉県千葉市中央区仁戸名町673 

変 更 事 項 □ 今後担う役割  ☑ 病床機能 

 

２ ２０２５年において担う役割（昨年の報告から変更がある場合のみ該当項目に○） 

 が
ん 

脳
卒
中 

心
血
管
疾
患 

糖
尿
病 

精
神
疾
患 

救
急 

災
害 

周
産
期 

小
児 

在
宅 

そ
の
他 

変更前            

変更後            

その他の内訳 

及び補足等 

 

 

 

３ 病床機能及び入院料（昨年の報告から機能別病床数の内訳に変更がある場合のみ記載） 
 

変更前 変更後 
 

届出予定の入院料 

４機能 合計 348床 317床  

 高度急性期 床 床  

急性期 50床 50床 急性期一般入院料６ 

回復期 102床 52床 急性期一般入院料６ 

慢性期 196床 215床 障害者施設等・７対１入院基本料 

 

 

人間ドック等 床 床  

休棟等 床 31床  

廃止予定 床 床  

介護施設等への移行予定 床 床  

 

４ 病床機能を変更する理由等（機能別病床数を変更する場合のみ） 

・「慢性期」の報告数が昨年から誤っていました。正）215床。 

・令和元年７月１日付で一般病棟（回復期）ダウンサイジング▲50床 

・休棟等:一般：31床 
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2025年における医療機関ごとの具体的対応方針に関する調査票

○

がん 脳卒中
心血管
疾患

糖尿病
精神
疾患

救急 災害 周産期 小児 在宅 その他

○

高度急性期

合計

介護保険施設等へ移行予定

休棟・廃止予定等

8 8

慢性期

回復期

急性期

※ 「2019年7月1日時点」欄には、令和元年度病床機能報告の報告数を記入してください。

2025年に向けて病床機能を変更する予定の場合、理由等を記入してください。

39 39

96 96

49 49

1. 2025年に貴院が担う役割（予定を含む）に○をつけてください。

「その他」を選択した場合又は補足がある場合、以下に具体的な内容を記入してください。

2. 現在と2025年の機能別病床数及び現在の開設許可病床数を記入してください。
2019年7月1日時点（床） 2025年の見込み（床）

○ ○ ○

氏名 石井啓誉

電話番号 ０４３－２４１－５３８１

メールアドレス h_ishii@chibaminato.com

医療機関名 医療法人浄光会 千葉みなと病院

医療機関所在地 千葉市中央区中央港１－２９－１

部署 事務次長

担当者
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